
「いま宮沢芳重」記念出版の分担執筆の紹介 
郷土が生んだ異色の偉人宮沢芳重氏が亡くなられた際、多くの方々の寄付により芳重地蔵が作られ NHK で放送

された。この DVD が幸運にも入手されその上映会と共にシンポジウムが 2014(平成 26)年 4 月 29 日出身地の松川

町で、翌 30 日に飯田市で開催された。 
同氏は、教育の機会に恵まれなかったが、決心して上京し天文・物理学の他種々の分野の勉強を一生続けた。 

 清貧の生活に堪え、飯田に郷立大学を作る夢を描き続け、飯田高校に天文台を作ろうと寄付をし、これが切掛け

となり天文台が実現し、大学の基本図書として飯田図書館に 1200 冊余の図書を送った。 
 同氏と交流が深かった叔父小塩完次の甥である私は、この行事に参加の機会を得た。このほど記念誌「いま宮沢

芳重」発行に際し大変多くの頁を分担執筆させて頂いた。以下その頁を転載します。  2016.02.14 小塩立吉 

 



 



 



 



 



 



 
 
 
 



 



 



 



 



 



 



 


